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第１節  計画の目的と改定の背景 
 

① 環境基本計画とは 

 環境基本計画とは、国や地方自治体が策定する環境保全に関する基本的な計画です。 
 国においては、環境基本法第 15 条に基づき、環境行政の大綱を定める計画として、平成 6（1994）
年に初めて「第 1 次環境基本計画」を策定しました。その後 6 年おきに改定し、現計画である「第
５次環境基本計画」は、平成 30（2018）年 7 月に策定されました。 
 広島県の環境基本計画は、広島県環境基本条例第 9 条に基づき策定され、現計画である「広島
県第５次環境基本計画」は、令和 3（2021）年 3 月に策定されました。 

 

計画の位置付け 

 
 当町では、平成 12（2000）年 7 月に「府中町環境の保全及び創造に関する基本条例」（以下、
「条例」という。）を制定し、条例の基本理念を実現するため、平成 13 年（2001）3 月に「府中
町環境基本計画」を策定しました。 

その 15 年後となる平成 28（2016）年 3 月には、「府中町第２次環境基本計画」を策定し、環境
に関する施策を総合的に推進しています。 

府中町第２次環境基本計画は、当町のまちづくりの最上位計画である府中町第４次総合計画を
環境面から具体化するための環境施策全般の方向性を示す環境分野のマスタープランにあたり、
環境施策・事業の実施方針としての役割を担う計画です。 
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② 計画の目的 

府中町第 2 次環境基本計画は、条例第３条の規定による基本理念を踏まえ、町⺠が健全で恵み
豊かな環境の恩恵を享受し、そのような環境が将来にわたって維持・保全されるよう、町⺠・事
業者・町の役割や取り組みについて明示するものです。 
 

【府中町環境の保全及び創造に関する基本条例に掲げられた基本理念】 

（基本理念） 

第３条 環境の保全と創造は、良好な環境が人の健康で文化的な生活に欠くことのできないもので

あることにかんがみ、現在及び将来の世代の町民が健全で恵み豊かな環境の恵沢を享受するとと

もに、人類の生存基盤である環境が将来にわたって維持されるよう適切に行われなければならな

い。 

２ 環境の保全と創造は、健全で恵み豊かな環境を維持しつつ、環境への負荷の少ない健全な経済

の発展を図りながら持続的に発展することができる社会が構築されることを旨として、すべての

者の公平な役割分担の下に自主的かつ積極的に行われなければならない。 

３ 環境の保全と創造は、個性を生かしたまちづくりが促進されるよう、伝統文化及び歴史的遺産

を保全し、その活用に努めるとともに、文化環境が良好に育成されるように努めなければならな

い。 

４ 地球環境の保全は、人類共通の課題であるとともに町民の健康で文化的な生活を将来にわたっ

て確保する上での課題であることにかんがみ、すべての事業活動及び日常生活において着実に推

進されなければならない。 

 

 

③ 改定の背景 

府中町第２次環境基本計画の策定から 7 年が経過し、この間、国際的な地球温暖化対策の枠組
みとなる「パリ協定」や国連サミットでの「持続可能な開発目標（SDGs）」の採択など、地球環
境をめぐる社会情勢に大きな変化が生じており、国内外において脱炭素社会の実現に向けた動き
が加速しています。 

持続可能な社会を未来の世代に引き継いでいくため、当町でも環境課題に関する社会的な要請
に対応する必要があることから、この度、府中町第 2 次環境基本計画の中間見直しを行い、計画
を改定することとしました。 
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【対象範囲１】地球環境：省エネルギー、再生可能エネルギーなど 

【対象範囲２】自然環境：河川、森林、動植物など 

【対象範囲３】生活環境：大気、水質、騒音、振動など 

【対象範囲４】都市環境：景観、美化、歴史、文化など 

【対象範囲５】資源循環：ごみの削減・適正処理、再資源化など 

【対象範囲６】

地域協働： 

 

環境教育、 

環境学習、 

環境活動、 

多様な主体 

との協働など 

第２節  計画の期間と対象範囲 
 

① 計画の期間 

府中町第２次環境基本計画【改定版】（以下、「改定計画」という。）の期間は、府中町第４次総
合計画との整合性を図り、令和 5（2023）年度から令和 7（2025）年度までの 3 年間とします。 

計画の期間 

第 2次環境基本計画 第 3次環境基本計画 

H28 

2016 

H29 

2017 

H30 

2018 

R1 

2019 

R2 

2020 

R3 

2021 

R4 

2022 

R5 

2023 

R6 

2024 

R7 

2025 

R8～ 

2026～ 

           

           

 

 

② 計画の対象範囲 

改定計画の対象範囲は、条例第９条に基づき、身近な地域環境レベルの環境問題から地球規模
の環境問題まで、以下の６分野を取り扱うこととします。 

対象とする地域は町全域とし、広域的な取り組みが必要なものについては、国や広島県などと
協力しながら課題の解決に取り組むものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の対象とする環境分野 

  

前期計画 改定計画 次期計画 

第４次総合計画（前期） 第４次総合計画（後期） 第５次総合計画 

中間見直し 
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